








「宗谷」から 「ふじ」へ,そ して,「しらせ」へ と新しく
な り.また,観 測施設は 「昭和基地の他に,「みずほ基






























離層 ・海洋物理 ・海洋化学 ・海洋生物観測がある.ま た,
研究観測では地学系の海上重力,海 上磁気 ・海底地形調
査,気 水圏系の大気微量成分,エ アロゾル ・大気混濁度
測定がある.生物 ・医学系では,5年 計画の初年度とし
て 「海氷圏生物の総合研究」がスター トし.リュツオ ・
ホルム湾の沖合に海底定置観測システムの設置(12月中
～下旬)及 び一部回収(2月 中～下旬)が ある.これは
海表層で固定された炭素がどのように海底へ移行するか











留観測 ・潜水調査 を含む底生生物調査,交 換科学者 とと
もに行 う魚類調査がある.気 水圏系では5年計画の初年
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での観測 となる.そ のため,基 地越冬隊員数は基地開設
以来最大人口の37名となる.越冬開始にあたり隊員個室
の増設が計画 されている.定 常観測はこれまで通 り,気















る.生 物 ・医学系では,夏期に引き続き 「海氷圏生物の











運用 される.国 内との医療情報の交換が さらに密に行な























介 し研究に関する新しい情報 を交換する.心 にかけてお
































































テキサ ス大学 ダリル教 授の発表と,そ れに対する活発な討論風;;キ
と異 な り,学 会 と して の受 け川LのないISAESは,
SCARの対応組織であるR本 学術会議南極研究連絡委
U会の依頼を受けて極地研究所が主催することとなった,
これ まで,ド ライバ レー掘削計画国際セ ミナーやバイオ
マスワークショップといった外国人研究者数10人規模の
国際 会議主催の経験はあるものの,外 国人を150ない し
200人迎えるシンポジウムを極地研究所が主催するのは






























もう.・つは,前 回が,後 には要望によって少 し拡げら
れたものの,テ ーマを"西南極のマイクロブレード な
どかなり絞ったのに比べ,初 めてアジアで開催されるこ
と,参加 しにくい国(前 回ソ連,フ ランスは参加 しなか
った)が ないようにすることなどの理由で,テ ーマを広
く設定 したことである.こ の方向性 は,オ ープンの夜間
集会として婦人教育会館本館ロビーの一隅を借 りて開い
た,　SCAR共同作業委員会の討議で是認 されたものと
思われる.す なわち,主 シンポジウムは4な い し6年の
間隔で,日 頃一・緒に討議する機会のない人達が多く集ま
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さ らに,最 近 南 極 観 測 に 参 加 す る国 が ふ え,前 回以 降
新 た に 地 学研 究 を行 って い る イ タ リア,ス ウ ェ ー デ ン,
スペ イ ン,韓 国 な どか ら研 究 者 が 参 加 した こ と も特 徴 の
.・つ で あ る .
か くて,外 国 人研 究 者172名(他 に 同 伴 者11名),日 本
人研 究 者64名が 参 加 し,A.先 カ ンブ リ ア ー古 生 代 初 期
の 地 殻 の発 展.B.古 生 代 以 降 の 地 質 学 的 諸 問 題 ,C.
新 生 代 氷河 史 の 地 形.D.地 球物 理学 の諸 観 測 の 成 果 と
方 法,V.火 山学 的諸 問 題,M.周 辺 海域 の 地学 と大 別
され た セ ッ シ ョ ンに,最 終 的 に 「.1頭164件,ポス タ ー108
件 の 発 表 が あ って,ア ブ ス トラ ク ト集 も670頁の 大部 と
な り,こ れ まで で 最 大規 模 のISAESと な っ た.新 しい
恐 竜化 石 の発 見.南 極 氷 床 の 盛衰 につ い て の 最近 の知 見
に基 づ く総 括,か つ て の 超大 陸 の 再構 成 と分 裂 に 関す る
新 し い提 案 等 々科 学rl{」話 題 に つ い て は稿 を改 め な け れ ば
な ら な い.
主シ ン ポ ジ ウ ム の半 ば,悪 天の 合 間 の午 後 の.・刻 を害‖
い て 訪 れ た秩 父 の|lj寺や,同 伴 者 プ ロ グ ラ ム の.一つ と し
て 訪 れ た 東 京 国 立 博物 館 も関 心 を呼 ん だ よ う であ る.参
加 者 は 多 くな か っ たが,シ ン ポ ジ ウ ムの 前後 に行 わ れ た
阿 武 隈,伊 豆 一 富 士一 甲 府,R高 へ の 野 外 巡 検,シ ンポ
ジ ウ ム 後.極 地 研 で14,15Hの 両 日 に}.1:って 行 わ れ た
'`南極 海域 .庁響 」沓付:学:"""1十－jシェ トラ ン ド諸 島 一 南 極 半 島
の 地 学 研 究 ‥'ロ ス海 西 岸 域 の リ ソ ス フ ェ ア 研 究"の 三
つ の ワー ク シ ョプ な ど多 くの 関 連 行 事 も行 っ たが,外 国
人研 究 者 か らは 概 ね 好 意 的 な 評 価i－極 め て よか った とす
る の も多 か っ た一 を頂 い た.
も と よ り,私 達 に は 多 くの 反 省 す べ き点 が あ る.こ れ
ら を よ く検 討 して,今 後 の この 種 の 会 合 に 際 して.他 分
野 の方 々 に も,ま た次 回 の イ タ リア も し くニ ュー ジー ラ
ン ド(次 回 に は こ の 二 国 が 立 候 補 し て い る)で の
ISAESでも役 立 て て 頂 け れ ば と願 って い る.こ の シ ン
ポ ジ ウ ム開 催 に 当 っ て は,極 地 研 究 所 内外 の 多 くの 方 々
の 御 指 導,御 協 力 を得 た.記 して 感 謝の 意 を 衰 たい.
(筆者:国 立 極 地 研 究 所 資 料主 幹)
バ イオマスコロキュームに参加 して
内 藤 靖 彦
バ イ オマ ス ・コ ロキ ュ ー ムが1991年9月18日～20日に
ドイ ツ 共和 国 ブ レー メ ン八 一ヘ ン市 で 開 催 され た.主 催
はSCAR　 (南極 研 究 科 学 委 員 会)バ イ オ マ ス専 門 家 ク
ル ー プで 実 施 機 関 は地 元 ア ル フ レ ッ ド ・ウ ェ ゲ ナ ー極 地
海 洋 研 究所(AWI)で あ る.参 加 者 は 約250名で,ヨ ー























先進国の1/10程度でオース トラ リア,チ リ.アルゼン
チン等の数分の1程 度で大変M身 の狭い思いであった.
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南 極 研 究 科 学 委U会 〔SCAR)　と して,南 極 に お ける
地 球 規 模 変 動 研 究(地 球 隅一 生物 圏 匡|際協 同研 究 計idli:
IGBP)　をい か に 進 め て い くべ き か,計 画 作 りの ワ ー ク
シ ョ ップが,去 る9月18日 よ り21H,ド イ ツ,ブ レ ー メ
ンハ ー フ ェ ンr打,アル フ レ ッ ド ・ウ ェ ゲ ナ ー極 地 海 洋研
究 所 で 開 か れ.こ れ に 出席 した.
SCARと して のIGBPへ の 取 組 み は,ア ラ ス カ 大学
のG.ウ ェ ラ ー を 議 長 に,運 営 委U会 を組 織 し.「地 球
規模 変 動 に お け る南 極 の 役 割 」 とい う小 冊.f・を1989年出
版 した と こ ろか ら始 ま って い る.そ の 後,計 画 書 を作 成
す べ く,1990年サ ン パ ウ ロ で のSCAR総 会 の 際,作 業
部 会 が 行 われ,引 き続 き各.1糾III家を 集 め た 今 回 の ワ ー ク
シ ョ ップ とな っ た.ア メ リカ,イ ギ リ ス,ド イツ を中 心
に16か国,約50人 が 集 まっ た 会 とな っ た,
地 球 規 模 変 動　(Globa]　Change)　liff究と は,環 境 や 気
候 が 地 球 全体 の ス ケ ー ル で ど の よ うに 変 って い くか,人
為 的 原 因 あ る い は 自然 的 原 因 で,ど の よ う に変 るrl].能性
が あ るの か,そ の 原 因,し くみ を調べ 将 来 をr測 す る こ
とで あ る.特 に従 来 の研 究 と異 る の は,別 々な 分 野 と し
5一
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て研究されていた大気や海洋,雪 氷,地 学 といった 「地
球圏」と.動物.植 物や,そ の生態 といった 「生物圏」
との間の関連,つ ながりに重点をおいた学際的な点 馳
球隅一生物圏研究)に ある.従 って既に実施されている


























うにSCARと して持 ち,運営 してい くべきか.計 画を










マ キ シムS.ク ラス
(Maxlm　S.　Krass)
外 国 人研 究 員 ・客 員 教 授
ソ連 科 学 ア カデ ミー 地 質学 研 究 所 教 授
,'[tJ,tc3勾三10月1F1～、F-IJk44F3月31日
氷 床 流 動 に関 す る研 究
ア レ キサ ン ダ ーV.ゴ リ ンス キ ー
　 　　 　 　(Alexander　V.　Go]ynsky)
外 国 人研 究 員
所 属 ・職 ソ 連邦 海 洋 地 質 学 ・鉱物 資 源 研 究 所 科 学 研
究 員
招 へ い 期 間 平 成3乍7月22日 －r成3年11月2LFI
研 究 課 題 東 南極 大 陸 の地 磁 気 異常 と地 下 構 造 の 研 究
・氏 名 ナ デ ジ ョー ダD .ア リシ ュ コバ
　 　　 　 　(Nadezhda　D,Aleshkova)
外 国 人研 究 員
所 属 ・職 ソ連 邦 海 洋 地 質 学 ・鉱 物 資 源 研 究 所 科 学 研
究 員
招 へ い 期 間 平 成3年8月20日 一平 成3年12月19日
研 究 課 題 南 極 ・東 ク イ ー ンモ ー ドラ ン ドーエ ン ダ ー
ビー ラ ン ドの 地 下 構 造 の研 究
・氏 名 バ ス テ ィア ン ジ ャ ン ヘ ンセ ン
　 　 ・B、、S・・。an…　 Hensen}　 ●
日 本学 術 振 興 会外 国 人招 へ い 研 究 者
所 属 ・職 ニ ュ ーサ ウ ス ウ ェ ー ル ズ 大学 ・上級 講 師
招 へ い 期 間'1{成3年9月2日 一'1{成3年10月4H
















規 イ1:.越冬 中 の 第3L?次越 冬 隊 員 の'易ミ族 ∫.こが9月20|i
.fl/,.:..1'.{訓..会1ミのil.催に よ り'ifilJF究所 講 堂 て.開縦.t・iLた.
[IL|国か らIL杣川,..され た 家 族 を は1/y).|S`.易{.}矢367「び)参fJIIカ1
,b)・、た 『 ま た1`111LtCl.tl.:.f)iliに.1.L.Lい33)欠|「家f仁川" 1 11」[i家』.ミも1`ト11」乱:
㌧ た.
二.1:よ川[1fi)画ll]:lltl!'t'}'0)Slts'、〕∵家.i).矢にk・J-rSるiJき..らい び)「1.
島.Lと.1「.i{月二会 長 の 歩}い さ'ノにflftま:),川11品≧`家族 か じ)は,近
況 な.と..もま じ え たi「|己紹 介 か1あ り,な ご や か な 「」メ囲 気 に
包.ヒオし/.二.
・ll...#t',,dA[カ・ら:よ越 冬11家V)ノドFiび)1「tV.べ'.1t.i萢1:II「1σ)」1L/'i)ノ」.な
と..につ い て151」1月を1...iた,fr"/3月 に'j・,1・1[・1]した 第32次
ら[1:ネカs.{】.11景ラしtLli'己」....良.ノで 」レノ.・をdjE..ソ),1`11‥.ilitウ・t"t夏某月.イ.iS
レ ーー シ 」 ン 中 の 各 隊Lla.)様」'・を ス ラ イ ドて.」皮露 し た.
観測隊だよ り
昭 和 基 地
!)」Il..iリt二1よ巖1:;」カ1.ち.ご11.千.「r'び)|「カ'.多力・つ/.:tbc,」ヒ`卜交
ト「1/J品1暖に 推 吾多1一た.晴 ノ」{.}.:の陽 」}・ILは強 く.「}「淋.σ)上tL、
冬 の 終 わ り を実 感 す る 月 と な り,　jl㌧地 の.「1亙'}:it,研究 、 観
測 も順1胡1.二経 過 し て い る.
」乎タトir㌃重力 も 本 ↑各fヒし 、 ∫旨呂z・、V,VJず亡べ・JkllliUil萬:1ア抄Eli'」]」カt
活 発 に 〒1..われ た,　Ill5での?{J・,Yi掘VilJは,到達 深 度1〔〕Om
を 越 え 順 調 に 〒.1:われ て い る.
航 空1幾 に よ る 観 測 も 開 始 ご れ,11/..帝ヘ ン ギ ン の ル.'カ
リa.)1」「`jf責,重山牛勿セ ン →トス':撃力辟[.'才)d,して し、る
」山 山で は.オ ソ..ソホ ー.ル現 象 の 研..究のtこめ.「.1コ.極周 回
気 球31J.機 をi.「ち1・.げ、 成Ii,.d圏で の オ ゾ ン 観 測 に 成 果 を
1..Lナ't:.
、iZL営関 係 で.は,7月 か ら 開 始 され た 「ノ引:仁川 査 旅 行lilの
.1;ヒ,1,:
,f&の.整frllj.力沽冬 「 し た.牛 物資 の 櫨.搭 載 も 」旦 み,
s16へ の ト..フム デ ・iミを 行 っ た.|o胆:{H.広 地 か ら
6〔10kn1離.れた ト'.一.ム中 間 キ ャ ン.ノへ の 旅 行 隊5名 は,
J,U也を11h発し,1[:li11」トラ 『ノ..ルも な く{t〔 元 気 に 行 動 して し、
る.
あ す か 観 測 拠 点
1}月,月0)1)[」.'ド..;.よ,」'QL'」くflf/カら.争ノLき亨隻 り'/S.なく な 一,t:
オ.・.V'.ノtf.見#1.1」カ'..111[「II.pr,1:二1」..オ}iL,メー....ノi..「ヒ∫イ'1}t .k.こ..11[1|1|
の.イ.一日 ラ2 ,1.ト川 見測 が 〒1..われ た.
月 の 後 †・は 強 い.ノ リザ..ト..か.到.斗こし,!'己}電ノ 「:く.によ
:)観;則十走路 に ト ラ'ノ..ルカifp![日1か発ii..Lた,
麦た,屋 外if動 はHIJCの 合 川iをぬttて フ..フ..ノトニ ー.ハ
二二カ'[酊に,牛 .1勿揖三1」こ、凋イ眞ljft〒」㌃.二FI日IL,㌧.・」斗旨i・」..i't『ご.1尺1|i
のd1鳥 の 死 骸 を 見つ け た が 地 衣.川は あ ま 「♪見 ら れ な か っ
た.
F1芝';li'「り.1f系rご.iよ.iA'!L)香lla)ワ'イ.スト..-J、を一};.liミMta)」丘.
く に 建1没 し た.
あ す か 観i:則拠.F.ト.「:撤収 ま で.2カ 月 余 り と な り.各 隊.員は
物 品 の 整 理 や 枡|包作 茱.リ ス トの 作 成 ㌻'}.li.二追 わ れ)1!;地内
は あ わ た だ し く な っ て き て い る.
lOJg存を 迎 え 日!!li[1.}.r間もH毎:に1.(く な る に つ れ.暖 か
さ も!感じ ら オしてA.三/二たy)[益タト『ご.び)f乍茱 も111E.1、i周1こ.F旭み,　 jlじ
埋」1こf本eよれn1友(カcみな きtlo『(し1る,
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第33次南極地域観測隊員名簿
○越冬隊 平 成3年10月1日 現 在
担 当 氏 名 生 年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験 等
隊 長 福 地 光 男 22.11.30国立極地研究所研究系(文 部教官教授) 栃 木 県 第18次夏 隣,第20次
夏 隊,第23次 越冬 隊,
第27次夏 隊
気 象 松 原 和IE 26.7.21 気象庁観測部(運 輸技官) .齎森 県 第21次越冬隊
り 小 城 良友 32.8.29 気象庁観測部(運 輸技官) 東 京 都
〃 岸 隆幸 34.7.30 気 象 庁 観 測部(運 輸技1'f)東 京 都
., 五 十 嵐 寛 37.1.12 気象庁観測部(運 輸技官) 宮 城 県
り 来 島k志 郎 38.1.16 気象庁観測部(運 輸技官) 佐 賀 県
電 離 層 鎌 田 満 博 37.6.25 郵政省通信総合研究所(郵 政技1'D秋 田 県
地球物理 金 尾 政 紀 39.12.25京都大学防災研究所(文 部教官助手) 福 岡 県
(京都大学大学院学生)
宿 案 系 山 崎 ・郎 20.5.12 郵政省通信総合研究所(郵 政技官) 北 海 道 第15次越 冬隊
第24次越冬隊
〃 t☆i橋 幸,jl、40.6.2 東北大学理学部(文 部教官助 手) 千 葉 県
〔東北大学大学院学生)
., 峯野 秀 美 41.12.6 気象庁地磁気観測所(運 輸技官) 北 海 道
地 学 系 佐藤 忠弘 20.3.21 国立天文台地球回転研究系 北 海 道
(文部教官助教授)
り 本 吉 洋 一 29.8.3 国立極地研究所研究系(文 部教官助手) ・T・葉 県 第23次夏 隊
第24次夏 隊
気水圏系 岩井 邦 中 18.3.18 信州大学教育学部(文 部教官助教授) 香 川 県 第18次越 冬隊
り 神 山 孝,}F 25.2.1 京都大学理学部 〔文部教官助手) 大 分 県 第26次越 冬隊
., llf川 晶 雄 36.7.30 国立極地研究所事業部(文 部技官) 愛 知 県 第29次越冬隊(名古屋大学大学院学'k)
り 前野 英 生 34.6.3 郵政省通信総合研究所(郵 政技官) 三 可ξ 県 第26次越冬隊
生物 rヒ屋 泰 孝 31.11.23筑 波 大学 下 田臨 海実 験 セ ン ター(.文部技1'P 静 岡 県
医 学 系
., 沼 波 秀 樹 37.3.18 東京水産大学(文 部教官助手) 東 京 都
(東京水産大学大学院学生)
〃 五 十 嵐 厚 夫 39.6.2 国立極地研究所事業部(文 部技1Y)長 野 県
(東北大学 大学院学生)
機 械 市 川 末廣 23.12.21国立極地研究所事業部(文 部技官) 奈 良 県
(ヤンマ ー デ イー ゼ ル㈱)
〃 金 子 誠 ・ 26.4.25 国立極地研究所」μ業部(文 部技官) 新 潟 県 第18次越 冬 隊
(㈱大原鉄工所) 第23次越冬隊
り 森 川 秀 信 29.2.7 国立極地研究所事業部(文 部技官) 石 川 県
(㈱小松製作所)
〃 森 井 篤 志 36.1.24 国立極地研究所:,μ業部 〔文部技官) 埼 玉 県
(いす"自 動車 ㈱)
., 澤 田 精 一 43.4.23 国立極地研究所事業部(文 部技官〉 1'f森 県
(㈱日立製作所)
tt 中 村 俊 弘 44.2.21 京都大学施設部(文 部技1≒)滋 賀 県
通 信 加 賀 淳 二 朗 29.5.4 海上保安庁警備救難部(海 上保安1≒).i°f森県
〃 曽 根 康 介 30.7.19 国立極地研究所事業部(文 部技↑) 愛 媛 県 第23次越冬隊
(日本電信電話㈱)
., 影 山 達 也 38.1.29 郵政省東海電気通信監理局(郵 政技官) 岐 阜 県
調 理 番 澤 孝 司 31.5.13 海上保安庁警備救難部(海 上保安官) 青 森 県
.「 篠 原 洋 一 37.3.26 国立極地研究所事業部(文 部技官) 北 海 道
(㈱銀座車屋)
医 療 増 田 裕 幸 35.9.1 国立極地研究所事業部(文 部技官医師) 福 岡 県
(建和会大手町病院)
tt 山 内 肇 36.9.15 国立極地研究所事業部(文 部技官医師) 沖 縄 県
(沖縄協同病院)
設営一般 後 藤 健 34.3.9 法務大臣官房営繕課 〔法務技官) 千 葉 県
., 梅 澤 昭 仁 39.2.5 国立極地研究所事業部(文 部技官) 北 海 道
(㈱三機工業)
〃 小 川 義 和 40.2.24 国立極地研究所事業部(文 部技官) 新 潟 県
(日本電気㈱)
〃 山 川 良 典 40.3.7 名古屋大学医学部(文 部技官) 滋 賀 県
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○夏 隊
担 当 氏 名 生 年 月H(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験 等
割 隊 長 佐 野 雅 史 16.5.17 国立極地研究所事業部 〔文部技官) 岐1;1県 第10次夏 隣,第13次
〔夏 隊 長) 冬 隊,第21次 夏 隊,
24次夏 隊,第26次
隊,第27次 越 冬 隊,
31次夏 隣
海洋物理 田 中 和 人 28.7.6 海上保安庁水路部(海 上保安官) 愛 知 県
海洋化学 野 口 賢 一 38.10.U 海一ヒ保安庁水路部(海 上保安官) 千 葉 県 第32次夏 隣
海洋生物 小 達 恒 夫 33.10.28三重大学生物資源学部(文 部教官助手) 埼 玉 県
測 地 渡 邉 和 夫 31.1.15 国土地理院測地部(建 設技官) 栃 木 県
地 学 系 川 嵜 智佑 22.10.15高知大学教育学部(文 部教官助教授) 大 阪 府
., 福 田 洋 一 30.2.24 東京大学海洋研究所(文 部教官助手) 兵 庫 県 第27次夏隣
第28次夏隊
.「 藤 原 智 39.1.20 国土地理院測地部(建 設技官) 岐　lit県
., 石 川 正 弘 42.3.15 東北大学理学部(文 部教官助手) 宮 城 県
(東北大学大学院学生)
生 物 ・ 原 田 尚美 42.2.4 国立極地研究所事業部(文 部技官) 北 海 道
医 学 系 〔名古屋大学大学院学生)
設営.一般 南 雲 正 輝 14.5.26 国立極地研究所事業部(文 部技官) 新 潟 県
(ミサ ワ ホ ー ム ㈱ 〉
ク 増 田 光男 22.10.25国立極地研究所事業部(文 部技官) 千 葉 県 第24次夏隣.第27次
(金子架設工業㈱) 夏 隣,第30次 夏 隊,
第32次夏隣
.「 本 多 実 23.10.7 国立極地研究所事業部(文 部技官) 東 京 都
(㈱新津建設)
〃 柴 出 正造 33.2.20 お茶の水女子大学会計課(文 部事務官) 東 京 都
〃 大 久保 篤 夫 33.7.9 国立極地研究所事業部(文 部技官) 新 潟 県
(㈱岩村組)
㌧ 渡 邉 昭 弘 42.5.14 国立極地研究所事業部(文 部技官) 福 岡 県
〈㈱ スギ ヤ マ)
外国基地派遣者等名簿
○外 国 共 同 観 測(オ ース トラ リア デ ィビス 基 地,モ ー ソ ン基 地)
専門分野 氏 名 生 年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験




海洋生態学 佐々木 洋 27.12.26石巻専修大学理学部 〔講 師) 宮 城 県 第24次夏隣
○南極条約に基づく交換科学者(派 遣)(フランス:デ ュモ ン・デュルピル基地)
専門分野 氏 名 生年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験
第16次越冬隊

















(サ ン フ ラ ン シ ス コ 大 学 ・教 授)
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　l)ata　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Meantemp.)　 (℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 【)ressure,　s aleveD　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 reiative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　 wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 、F均(Max.　wind　spee(1,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10・min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大風 速 　(Gust)　(m/s)
平 均 雲ll{:　(Mean　cloud　e〔wer)　(1/10)
快 晴 日 数(Number　 of　clear　days)






































































いる.緯 度(南 北)は それだけでわかるが,経 度(東
1760精密時計ラヒ成 ハ1)ソン










のは当然である.た だちに探検隊が派遣 された,こ れ
1553第一次北東航路探検隊派遣
1576第一.一次北西航路探検隊派遣
が,長 い長い北東 ・北西航路探険の始 まりである.お
びただ しい人数による何回にもわたる探険は今 まで未
知であった北極圏について膨大な知識をもたらした.
しかし,あ まりにも遅すぎた成功は所期の 目的には役
立たなかった.文 中年表の示すように,要 請が全部消
滅 してしまったからである.
1879北東航路通過 ノルデンショルド
1906北西航路通過 アムンゼン
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